
〒300-0013　茨城県土浦市神立町3739
TEL.029-832-3031㈹　FAX.029-832-2662
URL　　 http://www.tsujicon.jp
E-mail　info2@tsuji-denshi.co.jp

4CH(2CH)エンコーダカウンタ
ER4C-04A, ER2C-04A

取扱説明書

図番4011, 4388 (改訂2)

APPLICATION　OF　ELECTRONIC　DEVICES

ツ ジ 電 子 株 式 会 社



目　　　　　次

１．仕様・・・・・・・･････････････････････････････････････････・・・・・････1

２．ﾊﾟﾈﾙ説明･･・・・・・・･･････････・・・・･････････････････････････････2

３．SETUPﾓｰﾄﾞ・・・・･････････・・・・・・・・・・・･････････････････････････4

４．通信ｺﾏﾝﾄﾞ・・・・・･････････・・・・・・・・・・・･････････････････････････5

５．ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ･･・・・・・・・・・・・･････････････････････････7



４ＣＨ（２ＣＨ）　ＥＮＣＯＲＤＥＲ　ＣＯＵＮＴＥＲ　＜＜ER4C-04A, ER2C-04A＞＞

取扱説明書

１． 仕様

１） 供給電源 ＡＣ１００Ｖ-２２０Ｖ　５０／６０Ｈｚ

２） 消費電力 １００ＶＡ以下

３） ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘによる全ｶｳﾝﾀ内容のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ（約５年）

４） ｶｳﾝﾀ 32bit　10進数で±10桁（-2147483648 ～ 2147483647)

５） ﾌﾟﾘｾｯﾄ機能 LCD表示ﾃﾞｰﾀの押釦操作によるｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ
LAN通信により外部からｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ

６） Z相ｶｳﾝﾀｸﾘｱ機能 Z相入力信号によるｶｳﾝﾀｸﾘｱ
(ﾁｬﾝﾈﾙ毎にLAN通信ｺﾏﾝﾄﾞにより設定)

７） Z相論理反転機能 Z相の論理をﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙの押釦かLAN通信により反転可能

８） ｽｹｰﾘﾝｸﾞ機能 ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄに対応したｽｹｰﾘﾝｸﾞ換算(換算値の有効桁数は15桁)
換算値 = (ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄ + ｵﾌｾｯﾄ）×乗数

ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ (ﾁｬﾝﾈﾙ毎にLAN通信ｺﾏﾝﾄﾞにより設定)
・ｵﾌｾｯﾄ 0～±2147483647 (初期値：0)
・乗数 ±0.000001 ～ 999.999999 (初期値：１）

９） 終端抵抗選択 ﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾀｲﾌﾟのｴﾝｺｰﾀﾞｶｳﾝﾀ使用時、
終端抵抗(120Ω)の有無を選択可能

１０）表示部 ±7桁×4CH（２CH)表示 
(ｶｳﾝﾄの表示範囲は -9999999～+9999999)

１１）接続可能ｴﾝｺｰﾀﾞ ｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙなA相B相のﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞ出力､
またはｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力のｴﾝｺｰﾀﾞに対応

１２）外部通信方式 LAN (10/100BASE-T)

１３）外形寸法 (H)88　(W)482.6　(D)324.5
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２． ﾊﾟﾈﾙ説明

１） ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ面(4CH)

① POWER SW 電源のON/OFFを行なうｽｲｯﾁです。

② LCD表示器 ● ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀがﾃﾞﾌｫﾙﾄ値(ｵﾌｾｯﾄ：0、乗数：1)の場合
ｴﾝｺｰﾀﾞのｶｳﾝﾄ値(10桁)の内、下位7桁を表示します。
-2147483648以下、又は2147483647以上をｶｳﾝﾄすると極性反転します

上段：現在位置ｶｳﾝﾀ
下段：ｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ値（下のﾎﾞﾀﾝ操作で変更できます）

上下段とも、SETUPﾓｰﾄﾞ時には各設定内容が表示されます。

● ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀがﾃﾞﾌｫﾙﾄ値以外の場合
ｽｹｰﾘﾝｸﾞ換算値の上位7桁(少数点含む場合は6桁)を表示します。

上段：ｽｹｰﾘﾝｸﾞ換算値
下段：ｶｳﾝﾀﾌﾟﾘｾｯﾄ値（下のﾎﾞﾀﾝ操作で変更できます）

上下段とも、SETUPﾓｰﾄﾞ時には各設定内容が表示されます。

③ SETUP SW 押すと点灯して、SETUPﾓｰﾄﾞになります。

④ Z相LED Z相ﾊﾟﾙｽをﾓﾆﾀしてLEDが点灯します。
（設定にて消灯可能です）

⑤ 桁移動ﾎﾞﾀﾝ ﾌﾟﾘｾｯﾄ値やSETUPﾓｰﾄﾞ時のIPｱﾄﾞﾚｽなどの設定を変更するときに、
桁移動するﾎﾞﾀﾝです。
(←)ﾎﾞﾀﾝと(→)ﾎﾞﾀﾝを両方長押し(約3秒）することでｽｹｰﾘﾝｸﾞ用ﾊﾟﾗﾒｰﾀが
乗数：1, ｵﾌｾｯﾄ：0に初期化されます。

⑥ INC/DECﾎﾞﾀﾝ ﾌﾟﾘｾｯﾄ値やSETUPﾓｰﾄﾞ時のIPｱﾄﾞﾚｽなどの設定値を増減するﾎﾞﾀﾝです。
ﾌﾟﾘｾｯﾄ値はINCﾎﾞﾀﾝとDECﾎﾞﾀﾝを両方長押し(約3秒）することで0ｸﾘｱされます。

⑦ PRESET PRESET DATAを各ﾎﾟｼﾞｼｮﾝにﾌﾟﾘｾｯﾄするｽｲｯﾁです。
長押し(約3秒)で最大±9999999までﾌﾟﾘｾｯﾄ可能です。
SETUPﾓｰﾄﾞ時には、ﾍﾟｰｼﾞ送りするｽｲｯﾁになります。

① ②

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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２） ﾘﾔﾊﾟﾈﾙ面（4CH）

① LAN 10/100BASE-Tｹｰﾌﾞﾙ接続ｺﾈｸﾀ

② F3A ACﾗｲﾝの過電流保護ﾋｭｰｽﾞです。
もしお取り替えの場合は、3Aのﾐｾﾞｯﾄﾋｭｰｽﾞをお使いください。

③ A,B,C,D ENCORDER 外部ｴﾝｺｰﾀﾞ用入力ｺﾈｸﾀです。
ｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙA相B相ｴﾝｺｰﾀﾞ
ﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾀｲﾌﾟとｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀﾀｲﾌﾟはSETUPﾓｰﾄﾞでﾁｬﾝﾈﾙ毎に設定。
出荷時はﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾀｲﾌﾟとなっております。
ｴﾝｺｰﾀﾞ用電源として+5Vを出力しております。
ﾊﾟﾈﾙ側ｺﾈｸﾀ　　 SRCN2A16-10S(JAE)
ｹｰﾌﾞﾙ側ｺﾈｸﾀ　　SRCN6A16-10P(JAE)

ﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞ入力部 (pin4-5間の場合。 pin6-7,pin8-9間も同様）

終端抵抗の有無は
SETUPﾓｰﾄﾞにて設定可能

※ ﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾀｲﾌﾟ、且つ終端抵抗有の設定にしている場合、
当ｺﾈｸﾀが未接続のﾁｬﾝﾈﾙは、入力が不定状態となってしまう為
意図しないｶｳﾝﾄ値が表示される事があります。

④ AC100V-220V 電源のAC100V-220Vを供給する為のｺﾝｾﾝﾄです。
　(付属のACｹｰﾌﾞﾙを御使用下さい。)

10
F.G
F.G

2 3 4 95 6 7

Z相
B相 B￣相 Z相 Z￣相

8

B相 (N.C) (N.C)
(N.C)
(N.C)

A相 A￣相
A相 (N.C)

ﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞ
ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ

+5V
1

GND
+5V GND

③

②①

④

120Ω
pin4

pin5
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３．SETUPﾓｰﾄﾞ
本機の設定は、SETUPﾓｰﾄﾞにて行います。
SETUPﾓｰﾄﾞ中は、ｶｳﾝﾄ動作を停止しますので、ご注意下さい。

１） 設定準備と設定終了
電源をいれますと、数秒以内で使用可能になります。
MULT-P, DIR, Z-LED, Z-POL, ENCTYPE, LANCTRL, LAN IP:1, LAN IP2, Port noは、
前回電源ｵﾌ時の内容を保持しています。

a) SETUPﾎﾞﾀﾝを押し、SETUPﾎﾞﾀﾝのﾗﾝﾌﾟを点灯させます。
各ﾁｬﾝﾈﾙの表示器の内容が、通常表示から設定表示のﾍﾟｰｼﾞになります。

桁→ 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8
+ 0 1 2 3 4 5 6 → M U L T - P
+ 0 0 1 2 3 4 5 1

通常表示 設定表示

設定表示では、LCDのすぐ下にある(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝでﾃﾞｰﾀを変更することができます。
変更する内容によって、ｶｰｿﾙが現れたり消えたりします。
ｶｰｿﾙが現れた場合は、(←)/(→)ﾎﾞﾀﾝで変更する桁や内容を指定できます。
PRESETﾎﾞﾀﾝを押してﾍﾟｰｼﾞを進めることができます。
設定内容の順は以下の通りです。

MULT-P　→　DIR　→　Z-LED　→　Z-POL → ENCTYPE　→　TERMINTR　→
LAN IP:1　→　LAN IP:2　→　Port no　→　MAC

LAN IP：1からMACは、本体共通の内容なので、AﾁｬﾝﾈﾙのLCDにのみ表示されます。
なお、MACは読み取りのみで変更はできません。

b) SETUPﾎﾞﾀﾝを押し、SETUPﾎﾞﾀﾝのﾗﾝﾌﾟを消灯させると、SETUPﾓｰﾄﾞから抜けられます。
各ﾁｬﾝﾈﾙの表示器の内容が通常表示に戻り、以降は新しい設定内容で動作します。
ただし、LAN IP:1とLAN IP2（IPｱﾄﾞﾚｽ)、Port no（ﾎﾟｰﾄ番号）は、SETUPﾓｰﾄﾞから抜けた
だけでは変更されません。本体の停復電をする必要があります。

以下は、SETUPﾓｰﾄﾞに入った状態での設定操作の説明になります。

２） MULT-P（ｴﾝｺｰﾀﾞ入力ﾊﾟﾙｽ）の逓倍設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝで、1逓倍/2逓倍/4逓倍を選択します。

３） DIR（回転方向）とｶｳﾝﾀのUP､DOWNの対応設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝで、CW/CCWのU(UP)/D（DOWN)を選択します。

４） Z-LED（Ｚ相ﾊﾟﾙｽﾓﾆﾀLED）の設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝで、ENABLE/DISABLEを選択します。

５） Z-POL（Ｚ相論理）の設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝで、NORMAL(正論理)/REVERSE(負論理)を選択します。

６） ENCTYPE(ｴﾝｺｰﾀﾞの出力形態）の設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝで、L.D（ﾗｲﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞ)/O.C（ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ）を選択します。

７） TERMINTR（終端抵抗120Ω)の設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝで、ENABLE/DISABLEを選択します。

８） LAN IP:1（IPｱﾄﾞﾚｽの上位2ﾊﾞｲﾄ）の設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝと(←)/(→)ﾎﾞﾀﾝでIPｱﾄﾞﾚｽを設定します。
設定値は10進数表現です。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは192.168.です。

９） LAN IP:2（IPｱﾄﾞﾚｽの下位2ﾊﾞｲﾄ）の設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝと(←)/(→)ﾎﾞﾀﾝでIPｱﾄﾞﾚｽを設定します。
設定値は10進数表現です。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは.1.55です。

１０）Port no（ﾎﾟｰﾄ番号)の設定
(+)/(-)ﾎﾞﾀﾝと(←)/(→)ﾎﾞﾀﾝでﾎﾟｰﾄ番号を設定します。
設定値は10進数表現です。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは07777です。

１１）MAC（LANﾎﾟｰﾄのMACｱﾄﾞﾚｽ）の確認
表示ﾃﾞｰﾀは確認のみで、変更できません。
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４． 通信ｺﾏﾝﾄﾞ

1) ﾃﾞﾘﾐﾀは"CR+LF"固定です。
2) 命令形式以外のﾌｫｰﾏｯﾄは無視いたします。

S20 RA±□□□□□□□ ﾁｬﾝﾈﾙＡのｶｳﾝﾄ値(下位7桁)を読み出します。
(必ず7桁で送ります)

S22 ＲＢ±□□□□□□□ ﾁｬﾝﾈﾙＢのｶｳﾝﾄ値(下位7桁)を読み出します。
(必ず7桁で送ります)

S24 ＲＣ±□□□□□□□ ﾁｬﾝﾈﾙＣのｶｳﾝﾄ値(下位7桁)を読み出します。
(必ず7桁で送ります)

S26 ＲＤ±□□□□□□□ ﾁｬﾝﾈﾙＤのｶｳﾝﾄ値(下位7桁)を読み出します。
(必ず7桁で送ります)

S30 RA±□□・・・□□ ﾁｬﾝﾈﾙＡのｶｳﾝﾄ値(10桁)を読み出します。
(必ず10桁で送ります)

S32 ＲＢ±□□・・・□□ ﾁｬﾝﾈﾙＢのｶｳﾝﾄ値(10桁)を読み出します。
(必ず10桁で送ります)

S34 ＲＣ±□□・・・□□ ﾁｬﾝﾈﾙＣのｶｳﾝﾄ値(10桁)を読み出します。
(必ず10桁で送ります)

S36 ＲＤ±□□・・・□□ ﾁｬﾝﾈﾙＤのｶｳﾝﾄ値(10桁)を読み出します。
(必ず10桁で送ります)

SA±□□・・・□□ ﾁｬﾝﾈﾙAのｶｳﾝﾀを、設定値にﾌﾟﾘｾｯﾄします。

(必ず10桁以内とする事) ｶｳﾝﾄ範囲を超えた値を指定すると、最大or最小値となります

SB±□□・・・□□ ﾁｬﾝﾈﾙBのｶｳﾝﾀを、設定値にﾌﾟﾘｾｯﾄします。

(必ず10桁以内とする事) ｶｳﾝﾄ範囲を超えた値を指定すると、最大or最小値となります

SC±□□・・・□□ ﾁｬﾝﾈﾙCのｶｳﾝﾀを、設定値にﾌﾟﾘｾｯﾄします。

(必ず10桁以内とする事) ｶｳﾝﾄ範囲を超えた値を指定すると、最大or最小値となります

SD±□□・・・□□ ﾁｬﾝﾈﾙDのｶｳﾝﾀを、設定値にﾌﾟﾘｾｯﾄします。

(必ず10桁以内とする事) ｶｳﾝﾄ範囲を超えた値を指定すると、最大or最小値となります

VER? 1.00 20-10-06 ER4C-04A ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報読み出しｺﾏﾝﾄﾞです。
(Ver.1.00の場合です)

FROM? FROM0 or FROM1 2つのﾌﾗｯｼｭROMのうち、どちらが使われているか
を読み出します。

FROM0, FROM1 使用するﾌﾗｯｼｭROMを指定します。電源の停復電
で、指定したﾌﾗｯｼｭROM内のﾌｧｰﾑｳｪｱが、全ての
ﾊﾟﾗﾒｰﾀを初期化して起動します。

(□は10進数)

Z相ｶｳﾝﾀｸﾘｱ関連ｺﾏﾝﾄﾞ

ZC□ Z相入力信号によるｶｳﾝﾀｸﾘｱを設定。(ﾁｬﾝﾈﾙ A～D)
Z相信号によるｶｳﾝﾀｸﾘｱが行われるか、ｺﾏﾝﾄﾞ“ZN□”
により、ｶｳﾝﾀｸﾘｱ設定は解除されます。

ZN□ Z相入力信号によるｶｳﾝﾀｸﾘｱの設定解除。
(ﾁｬﾝﾈﾙ A～D)

ZT□△ Z相入力信号によるｶｳﾝﾀｸﾘｱﾀｲﾐﾝｸﾞを、
Z相信号の「立上り」or「立下り」から選択 (ﾁｬﾝﾈﾙ A～Ｄ)

ZS□ Z□○△ Z相入力信号によるｶｳﾝﾀｸﾘｱの設定ｽﾃｰﾀｽ表示。
(ﾁｬﾝﾈﾙ A～Ｄ)

VERH? HD-Ver.01 ﾊｰﾄﾞｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報読出しｺﾏﾝﾄﾞ。
(Ver.01の場合)

□：Ａ～Ｄ (ﾁｬﾝﾈﾙ  A～D)
○：C or N (C:ｸﾘｱ設定あり, N:ｸﾘｱ設定なし)
△：Ｕ or D (Ｕ：立上り, Ｄ：立下り)

※ ｶｳﾝﾀが1逓倍時は、Z相信号によるｸﾘｱﾀｲﾐﾝｸﾞ設定の「立上り」or「立下り」は無視され、
Z相信号が入力されたことを判断してから最初のｶｳﾝﾄのﾀｲﾐﾝｸﾞに同期してｶｳﾝﾀがｸﾘｱされます。

※ Z相論理反転を行った場合、ｶｳﾝﾀｸﾘｱﾀｲﾐﾝｸﾞは反転後の論理で行います。

ｺﾏﾝﾄﾞ 応答 内容

ｺﾏﾝﾄﾞ 応答 内容
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ｽｹｰﾘﾝｸﾞ機能関連ｺﾏﾝﾄﾞ

MW△±□□□.□□□□□□ ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ：乗数を設定します。(ﾁｬﾝﾈﾙ A～D)

（必ず上記ﾌｫｰﾏｯﾄとする) 乗数の設定範囲：±0.000001～999.999999
MR△ M△±□□□.□□□□□□ ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ：乗数を読み出します。

（必ず上記ﾌｫｰﾏｯﾄで送ります)

OW△±□□・・・□□ ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ：ｵﾌｾｯﾄを設定します。(ﾁｬﾝﾈﾙ A～D)

（必ず10 桁以内とすること) ｵﾌｾｯﾄ設定範囲：0～±2147483647
設定範囲を超えた値を指定すると、最大or最小値となります

OR△ O△±□□□□□□□□□□ ｽｹｰﾘﾝｸﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ：ｵﾌｾｯﾄを読み出します。

（必ず１０桁で送ります) (ﾁｬﾝﾈﾙ A～D)

D△ D△±□・・・□.□・・・□ ｽｹｰﾘﾝｸﾞ換算値を読み出します。
（必ず１９桁の少数点以下6桁 (ﾁｬﾝﾈﾙ A～D)
 で送ります)

□：10進数
△：Ａ～Ｄ (ﾁｬﾝﾈﾙ  A～D)

Z相論理反転機能関連ｺﾏﾝﾄﾞ

ZP□△ Z相入力論理を
「NORMAL(正論理)」or「REVERSE(負論理)」
に切替えます。

ZP□? ZP□△ Z相入力論理を読み出します。

□：Ａ～Ｄ (ﾁｬﾝﾈﾙ  A～D)
△：N or R (N：NORMAL(正論理), R：REVERSE(負論理))

※ Z相論理反転を行った場合、ｶｳﾝﾀｸﾘｱﾀｲﾐﾝｸﾞは反転後の論理で行います。

ｺﾏﾝﾄﾞ 応答 内容

ｺﾏﾝﾄﾞ 応答 内容
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５． ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ

ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟが通信環境を使って行えます。
ﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ時には、安全のため本機とｴﾝｺｰﾀﾞとの接続を切った状態で行ってください。

ﾂｼﾞ電子のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙ送信用ｿﾌﾄ(Windows用)をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてお使いください。

あらかじめ、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ用のﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙをﾂｼﾞ電子のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし、解凍しておきます。

① 「LAN」を選択し、「Connect」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

② 「Connect」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、接続画面が表示されます。
本機に設定されているIPｱﾄﾞﾚｽとﾎﾟｰﾄ番号を入力し、「Connect」ﾎﾞﾀﾝで接続を開始します。

③ 「SndRcv」ﾎﾞﾀﾝによりｺﾏﾝﾄﾞの送受信が行えます。
送信ｺﾏﾝﾄﾞは「SCmd」に入力します。応答は「RcvSnd」に表示されます。
「VER?」ｺﾏﾝﾄﾞ（ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ読み出しｺﾏﾝﾄﾞ）などを送信し、応答ｺﾏﾝﾄﾞが受信されることで、
接続の確認が行えます。

④ ﾄﾞﾗｲﾌﾞ, ﾌｫﾙﾀﾞからﾌｧｲﾙ(ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙ）を選択し、「File Select」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

⑤ 「File Select」ﾎﾞﾀﾝにより選択されたﾌｧｲﾙ名が「File Name」に表示されます。
「File Snd」ﾎﾞﾀﾝによりER4C-04へﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙの送信が開始されます。
本機がﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙを受信している最中は、ﾊﾟﾈﾙ面のSETUPﾎﾞﾀﾝがゆっくり点滅します。
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙを受信し終えるとSETUPﾎﾞﾀﾝが速い点滅に変わり、ROM書込みを開始します。
書込みが完了すると、SETUPﾎﾞﾀﾝは消灯します。

本機の電源を切り、再び電源を入れると新しいﾊﾞｰｼﾞｮﾝで立ち上がります。

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞに失敗した場合は、SETUPﾎﾞﾀﾝのﾗﾝﾌﾟが消えず、点灯したままになります。
この場合は、本機の電源を切り、電源を再投入後にもう一度ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟを行ってください。

もし、SETUPﾎﾞﾀﾝが消灯したにもかかわらず、ｱｸｼﾃﾞﾝﾄによりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが完全に行われていない場合は、
本体電源の再投入と同時に暴走する（初期画面が表示されない）ことがあります。
この場合には、次のようにしてください。
まず、一度電源を切って、SETUPﾎﾞﾀﾝを押しながら電源を入れます。
それから、もう一度電源を切って、電源を再投入すると、元のﾊﾞｰｼﾞｮﾝで立ち上がりますので、
再度ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟを行ってみてください。
(この方法は、通常でも以前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝに戻したいときなどにも使えます）

元のﾊﾞｰｼﾞｮﾝでも立ち上がらなくなったら内蔵ROMに古いﾊﾞｰｼﾞｮﾝが入っているので、
これを立ち上げて回復できます。
以下にその手順を示します。

①

②

③

④

⑤
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内部操作をする場合は、必ずｺﾝｾﾝﾄを抜いて、感電しないようにして行ってください。
不安がある場合は、弊社にお申し付けください。

① 電源を切って上蓋を開け、ﾌﾟﾘﾝﾄ基板"TEP178"のCN9のそばにあるDSW1(ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ)の1を
ON側にします。（2はOFFのままです）

② 前面ﾊﾟﾈﾙのSETUPﾎﾞﾀﾝを押しながら電源を入れると、SETUPﾎﾞﾀﾝが点滅し、その後消灯します。

③ 再び電源を切って、ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁの1をOFFにします。（2はOFFのままです）

④ 電源を再投入すると、V1.00のﾌｧｰﾑｳｪｱで立ち上がります。

ここから先は、もう一度最新のﾌｧｲﾙを、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟの手順に従って書き込んでください。

なお、ﾌｧｰﾑｳｪｱの入れ換え時には、位置ﾃﾞｰﾀは全てｾﾞﾛになります。
また、設定値類は全てﾃﾞﾌｫﾙﾄ状態になります。

各設定のﾃﾞﾌｫﾙﾄ値は下記の通りです。

ｶｳﾝﾄ値 0
ﾌﾟﾘｾｯﾄ値 0
MULT-P 1
DIR CW=U, CCW=D
Z-LED DISABLE
ENCTYPE L.D
TERMINTR ENABLE
IPｱﾄﾞﾚｽ 192.168.1.55
ﾎﾟｰﾄ番号 7777
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